
主治医を含めるPD関連スタッフと患者さんと共通認識を把握してお
く。
災害対策として、日常のPD管理が重要で、実施していることを基本
に、災害時の行動のあり方を患者さんと共有しておきましょう。

災害時の避難場所の把
握は、スムーズに避難行
動がとれるために必要で
す。

＊家族内でも共有してお
くことで避難時の待ち合
わせ場所にもなります。

避難場所を適切に伝え
ることで、担当業者から
治療に必要な透析液や
PD機器の配送がスムー
ズになります。

食事は、日ごろから気を付けておくことで、いざ災害に遭っても摂ってもいい
食品の選択ができます。日ごろの災害対策指導の際に確認しておきましょう。
減塩は、透析ができなくても体液管理に役立つことを説明しましょう。

カリウムは死に直結します。非常食の中にもカリウムを多く含むものが無いか
も確認しておきましょう。



実際の災害体験者による持ち出し物品の提案内容を示しました。常
備薬は慢性疾患患者さん特有な、種類、量が見込まれます。他の
被災者より個別性が高いため、自己で服薬管理ができるように日ご
ろから支援していきます。

手持ち薬を現
処方に応じて整
理してくれます
ので、かかりつ
け薬局を持って
おきましょう。

避難場所での『安全な場所』の確保は、民生委員や行政担当者
に、”自身が腹膜透析患者であること”、”透析実施が生命維持のた
めに必要”であることをしっかり伝えられるようにしておきましょう。

保管物品は、ひとまとめにし、玄関近くに置いておくとよいです。玄
関は、自宅内の避難経路としてほぼ間違いなく使うからです。

バッグ交換実施時のPD中断の方法を災害対策指導で確認

しておきましょう。また、スタッフも中断方法をシュミレーション
し、災害に備えられるようにしましょう。


